
代表樹種　カイズカイブキ

　　　　　　　　　　　　　老 木　　　〔撮影場所；小倉北区城内 「北九州市役所」前〕

ヒノキ科　カイズカイブキ　（貝塚伊吹）　　　　　常緑針葉高木　　　樹高１０ｍ　

　遮蔽性を活かした使い方 　　玉物としての使い方

街路樹としての代表的路線
　門司区　    幹線５号線(門司苅田線） 　八幡西区　香月直方線
　小倉南区　若園町線、若園８７号線

イブキの園芸品種。年間を通じて安定した緑の緑化面を維持でき、生垣、庭木、街路樹など様々な使われ方がされる。
北九州市における街路樹利用事例は、遮蔽性を活かした使い方と玉物としての使い方が多い。
成長が速く、大気汚染等都市環境にも大変強い。但し、ナシ類、カイドウ、カリンなどの赤星病の中間宿主になるので、果樹
栽培地付近では注意が必要。

　　          若 木　   〔撮影場所；八幡西区鉄竜〕

自然樹形


